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お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

健康推進課
お知らせ

　

現
在
発
行
し
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証（
う
す
い
緑
色
）は
、

7
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。

　

新
し
い
保
険
証（
み
ず
色
）は
、7

月
中
旬
頃
か
ら
簡
易
書
留
郵
便
に
て

お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
お
手
元
に
届
き

次
第
、ご
使
用
く
だ
さ
い（
7
月
1
日

か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
）。

　

8
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か

な
か
っ
た
り
、保
険
証
の
記
載
事
項

に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、健
康
推

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
年
8
月
1
日
か
ら
65
歳
以
上
で

｢

一
定
以
上
所
得
者｣

の
方
は
、介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の

自
己
負
担
割
合
が
、2
割
に
な
り
ま

す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、8
月
初
旬
に｢

介
護
保
険
負
担
割

合
証｣

を
交
付
し
ま
す
。負
担
割
合

は
、個
人
の
所
得
で
決
ま
る
の
で
同

じ
世
帯
で
も
負
担
割
合
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

☆
2
割
と
な
る
方

　

65
歳
以
上
で
本
人
の
合
計
所
得
金

額
が
1
6
0
万
円
以
上
で
あ
っ
て

・
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得

金
額
が
２
８
０
万
円
以
上
の
方

ま
た
は
、

・
65
歳
以
上
の
方
が
2
人
以
上
い
る

世
帯
は
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合

計
所
得
が
３
４
６
万
円
以
上
の
方

　　

負
担
割
合
証
の
有
効
期
間
は
、8

月
1
日
か
ら
翌
年
の
7
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。前
年
の
所
得
で

負
担
割
合
が
決
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
6
3

・ 

3
8
0
1
）ま
で
。

　

平
成
27
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得

に
よ
り
、一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
住
民
税
の
課

税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上
の
被
保

険
者
の
い
る
世
帯
の
方
は
、一
部
負
担

金
の
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
）

8
月
1
日
か
ら
保
険
証
の
色
が

　
　
　
　
　 

『
み
ず
色
』に
変
更

8月1日から後期高齢者医療の保険証の色が
『みず色』に変わります

今回お届けする新しい保険証（みず色）は、7月1日から有効とな
りますので、お手元に届き次第ご使用ください。

旧保険証
（うすい緑色）
7/31まで有効

新保険証
（みず色）

  

7/1から有効7月中旬頃からお届けします

※
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
う
す
い
緑
色
）

は
、8
月
か
ら
は
お
使
い
い
た
だ
け
ま
せ

ん
の
で
、新
し
い
保
険
証（
み
ず
色
）が
届

き
次
第
、役
場
に
お
越
し
の
際
に
ご
返
却

い
た
だ
く
か
、ご
自
分
で
処
分
さ
れ
る
場

合
は
、細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
、住

所
・
氏
名
な
ど
が
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ

う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
み
な
さ
ま
へ

※�

例
え
ば
、今
ま
で
1
割
だ
っ
た
方

が
3
割
負
担
に
変
更
と
な
る
場
合

「
3
割（
平
成
27
年
7
月
31
日
ま
で

は
1
割
）」と
表
示
さ
れ
ま
す

　　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
6
3

・ 

3
8
0
1
）ま
で
。
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本
年
8
月
よ
り
、食
費
・
部
屋
代

の
負
担
軽
減
の
基
準
が
変
わ
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
3
施
設（
介
護
老
人
福

祉
施
設
、介
護
老
人
保
健
施
設
、介
護

療
養
型
医
療
施
設
）や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
さ
れ
る
方
の
食
費
・
部

屋
代
に
つ
い
て
、ご
本
人
に
よ
る
ご

負
担
が
原
則
で
す
が
、低
所
得
者
の

方
に
つ
い
て
は
、食
費
・
部
屋
代
の

負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
や
保

険
料
を
負
担
さ
れ
る
方
と
の
公
平
性

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、食
費
・
部

屋
代
に
つ
い
て
は
、一
定
額
以
上
の

預
貯
金
等
の
資
産
を
お
持
ち
の
方
等

に
は
ご
自
身
で
ご
負
担
い
た
だ
く
よ

う
、基
準
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

　

こ
れ
ま
で
は
、負
担
軽
減
の
申
請

を
い
た
だ
い
た
あ
と
、本
人
お
よ
び

同
一
世
帯
の
方
の
前
年
の
所
得
を
基

に
、対
象
と
な
る
か
判
断
し
て
い
ま

し
た
が
、8
月
以
降
、左
記
の
取
扱
を

追
加
し
ま
す
。

①
配
偶
者
が
住
民
税
を
課
税
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
負
担
軽
減

の
対
象
外
と
し
ま
す（
世
帯
が
同

じ
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
）。

②
預
貯
金
等
の
金
額
を
確
認
し
、次

の
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、

負
担
軽
減
の
対
象
外
と
し
ま
す
。

・
配
偶
者
が
い
る
方

　
　
　
　
　
　
合
計
2
0
0
0
万
円

・
配
偶
者
が
い
な
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
0
万
円

　
「
預
貯
金
等
」お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
に
つ
い
て
は
、健
康
推
進
課
へ
の

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
は
必
要
に
応
じ
て
銀
行
等
に
口

座
照
会
を
行
い
ま
す
。ま
た
、不
正
に

負
担
軽
減
を
受
け
た
場
合
に
は
、そ

れ
ま
で
に
受
け
た
負
担
軽
減
額
に
加

え
最
大
2
倍
の
加
算
金
の
納
付
を
求

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
に
当
た
っ
て
は
、通
帳
の
写

　

し
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

介
護
保
険
3
施
設
を
利
用

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

〈利用者負担の判定の流れ〉

年金収入
＋

その他の
合計所得金額

同一世帯に65歳以上の方
（本人含む）が

   1人の場合：280万円
2人以上いる場合：合計346万円

本人が住民税を課税されていない場合
または、生活保護を受給されている場合

本人の合計所得金額が
160万円未満

2割負担

1割負担

1割負担

1割負担

＞［　         　　　　　］

上記以外の場合

本人の合計所得金額が
160万円以上

本人が住民税を、
課税されている場合

65
歳
以
上
の
方


